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番組審議会議事録の提出について 

 

 

標記について、下記の書類を放送法施行令第 7条第３項の規定より提出します。 

 

 

 

記 

 

 

 

番組審議会議事録 第１３３回（２０２２年６月度(令和４年６月７日開催）  １部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



記 

 

 

１  開催年月日     令和４年６月７日(火) １１時より 

 

２  開催場所      （株）コミュニティエフエム下関 ２Ｆ会議室 

 

 

３  委員の出席     委員総数 ７名 

出席委員数４名 ／ 欠席委員数３名 

 

出席者  西川委員 本藤委員 三宅委員 田中委員 

欠席者  児玉委員 前田委員 長田委員 

 

放送事業者 冨永代表取締役 申プロデューサー  

 

 

４ 開会あいさつ    冨永代表取締役 

 

 

５ 報告        申プロデューサー 

 

① 感染症対策などについて  

 

② 番組制作について 

   

 

６ 議題  

   ①放送番組（ダイジェスト）聴取 

「下関カモーン通信」  

【ＦＭ山口】 ５月３０日（月）１６：５０～ 

【カモンＦＭ】６月 ２日（木）１３：１５～ 

 

 

 

   ②意見交換 

 

 

 



● 開会あいさつ 冨永代表取締役 

 ～新年度に当たり番組審議委員の退任、新任などございます。お世話になった委員の皆様へ 

御礼申し上げますと共に、新任頂いた委員の皆様には忌憚無くご意見頂ければと存じます。 

皆様や聴取者からのご意見を反映し、より良い番組作りに引き続き取り組んで参ります。 

 

● 報告事項 申プロデューサー 

～前回の報告から弊社におけるコロナ感染者は引き続き発生しておりません。 

感染症は少し落ち着きも見せていますが継続して対策（消毒・換気・距離）に取り組みます。 

 

 ～番組制作について、大きな変更はございませんが若干のスタッフ配置換えを行いました。 

  習熟度により適切な人事を行うと同時に更なる人材育成に取り組みます。 

 

 ～イベント再開の動きに伴い特別番組を放送予定です（海峡ウォーク・海峡花火大会） 

  地域の表情やスタッフ・ボランティアの心意気も忘れずお伝えして参ります。 

  秋口にかけてもスポーツ関連イベントに再開の動きがあり、併せて取り組んで参ります。 

 

 

● 意見交換 番組を聴取して 

「下関カモーン通信」  

【ＦＭ山口】 ５月３０日（月）１６：５０～ 

【カモンＦＭ】６月 ２日（木）１３：１５～ 

 

～県域局であるＦＭ山口とコラボしてお送りする下関エリアにこだわったプチ情報番組 

  

出  演：野田 有加（カモンＦＭ） 大和 良子（ＦＭ山口） 

     企画営業：福田 秀幸（カモンＦＭ） 

 

 

● 意見交換 番組を聴取して   

西川様） 

  ～ＦＭ山口さんと連携し広いエリアで下関の情報を伝えられるのは魅力的ですね。 

   イベント再開も元気が出ます。豊田のほたる祭りとは何か連携されていますか？ 

 

  申プロデューサー 

  ～県域局とのコラボは認知度向上に繋がり出来れば引き続き続けて行きたいところです。 

   ほたる祭りは番組上での告知や体験レポートなどを毎年行って参りましたが、現地では 

   ステージイベント等も行われており今後企画への参画やサテライト放送などにも 

  取り組んで参りたいと思います、菊川・豊浦・豊北でも同様に考えています。 

 



本籐様） 

  ～コロナ禍の中様々な取り組みは大変かと思いますが引き続き頑張って欲しい所です。 

   市内の大学や短大では、事務局や学友会などで地域貢献についても思いがあるようです。 

   大学との連携はどうなっていますか？ 

 

  申プロデューサー 

  ～東亜大学や下関市立大学との番組制作、梅光学院大学とのＰＢＬに取り組んでいます。 

   一方、学生たちはＳＮＳなどで個人的に情報発信することにも積極的です。 

   そういう諸君にもラジオに興味をもらい、引き込んで行くことが今後の課題と考えます。 

   引き続き本藤さんにもご協力頂き、大学との連携手法を模索して参りたいと思います。 

 

 

田中様） 

  ～今回番組（聴取番組「下関カモーン通信」）ではふぐ食の歴史についての紹介でした。 

 下関は地勢や数々の歴史舞台で登場するというその「強み」を常に発信し続けなければ 

ならないと思うんです。私の所属する下関商工会議所青年部は毎年５月「海峡まつり」の  

運営に携わり、その魅力を全国に発信しています。 

 

  申プロデューサー 

～下関の「強み」を常に発信し続けなければならない、全くその通りだと思います。  

   様々な手法で発信してゆくことも大切ですが、マンネリだとしても毎年毎年、同じ様に 

   きちんとラジオを通じ伝えること、心がけてゆきたいと思います。 

   あわせてＹＥＧ（下関商工会議所青年部）の若い皆様にも、ラジオの事をもっとご理解 

   いただきたく、ご協力をお願い致します。 

 

● 意見交換 その他 

 

冨永代表取締役 

～たくさんのご意見に感謝申し上げます。ご指摘の中にもございますが 

若い人にどのようにラジオを浸透させるのかは引き続き課題です。 

   インターネット放送をさらに周知、活用しラジオに興味を持っていただき、参加して頂き 

   ひいては弊社のスタッフとして加わってもらえる。若い世代へどうバトンを渡してゆくか 

   考え、行動して参りたいと思います、本日は有難うございました。 

 

 

 

 

以上の審議をいただき、午前１１時５０分に散会した。 

 


